
　創業57年目の株式会社藤倉運輸。ユニック車、平ボディ車と多様な車
両をそろえ、シャッター、樹脂製品、鋼材、セメント等の建設資材及び工
業製品等の輸送を手がけている。創業の地の東京・足立区の本社と埼玉・
八潮配送センターの２拠点に加え、首都圏の配送に利便性が高い八潮市の
MFLPロジスティクスパーク八潮に草加センターを開設。業務の機能性
を拡充させた。2020年からスタートした「健康経営」で、従業員の健
康意識を高めて生活習慣の改善を推進している。
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健康経営で新たな企業価値を創成
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　20代で同社に入社し、ドライバーと構内業務に携わってきた藤倉社長。1995年
から経営に携わり、運送事業の知見を着実に広げていった。2005年に代表取締役
に就任。それまで東京都トラック協会足立支部の青年部長、38歳のときに全日本ト
ラック協会の青年活動の代表として業界活動にも貢献。同時期にインターネットで求
荷求車のマッチングサービスの立ち上げに参画し、異業種交流を通して人脈と経験を
広げている。趣味は高校時代のゴルフ練習場のアルバイトがきっかけではじめたゴル
フ。同業者から誘いがかかる腕前だ。現在、関交協の副理事長を務める。

株式会社藤倉運輸　代表取締役

藤倉　泰徳　さん
ふじくら やすのり
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●所属トラック協会：東京都トラック協会・足立支部
●所在地：東京都足立区神明南2－1－2
●代表取締役：藤倉　泰徳
●組合加入年月：1971年8月
●種目別共済契約車両数
　対人25両、対物17両、車両4両

株式会社藤倉運輸

ーーー健康経営に力を入れている

と聞きました。取組みの経緯等

をご紹介ください。

藤倉社長　健康経営の取組みを
始めたのは2020年です。きっ

かけは都内の同業会社数社で取

り組みをしているという話を聞

健康を会社の推進力に でした。

ーーー健康状態の指標になるもの

と確信されたのですね。

藤倉社長　ただ測定して記録す
るだけでは関心が薄れてしま

います。そこで数人ずつグルー

プ分けし、どれだけ数値を向上

させられるか、グループ対抗を

してみることにしました。これ

が功を奏したのか、1か月後の

結果は全体としてもかなり良く

なりました。特に最初に数値が

低かった人ほど改善していまし

た。結果が良かったグループに

は野菜ジュースなどの賞品を出

して表彰するなど、継続してい

ます。

ーーーこのような取組みで重要な

点は何でしょうか。

藤倉社長　健康管理のツールや
方法にはいろいろありますが、

簡単に取り組めること。そして

ベジチェックのように「見える

化」できて分かりやすいことも

必要でしょう。そもそも定期健

康診断でも健康状態は「数値化」

され、年ごとの変化も把握でき

ます。しかし数値がよほど悪く

ない限り、なんとかやれている

から、とそのままにしてしまい

がち。診断で出た数値を改善し

よう、という行動には至らない

です。慣れ過ぎてしまい、せっ

かくの健康診断も生活習慣を変

えるモチベーションになってい

ないわけです。

ーーードライバーの健康面で何が

課題になるでしょうか。

藤倉社長　運送業務はフォーク
リフトやパレットの普及で省力

化が進み、身体にかかる負荷は

軽くなっています。ドライバー

も運転に神経を使いますが、肉

体労働は少なくなりました。乗

務中はひとりでいることがほと

んどですから、事務所での仕事

等と比べると人の目を気にせず

にいられます。これはある面、

飲食も気兼ねなしにできてしま

う環境です。水やお茶を飲むな

ら別段問題ないのですが、好み

だからと糖分の多い飲料を頻繁

に飲んでしまったり、味の濃い

スナック菓子をつまむ、といっ

たことが気づかないまま習慣化

していることがあります。運転

によるストレスに加えて運動不

足、さらに不健康な食習慣が重

いたことでした。どう進めたら

よいか思案している時に、某食

品メーカーが展開している、野

菜摂取量が簡単に測定できるベ

ジチェックという機器があるこ

とを知りました。センサーに手

のひらを30秒ほど押しあてる

だけで、すぐに推定摂取量が表

示されます。ベジチェックでは

0から12の数値レベルで摂取

量が表示されます。一般の平均

は4.4、理想的な数値は5.5以

上だそうで、最初の測定では何

人か2以下の数値が出て、驚き

ました。いずれも血圧が高い人
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藤倉社長　弊社もこれまで事故
防止を目的に安全教育を行なっ

てきました。現在も月１回２時

間程度、法定12項目やヒヤリ

ハット事例をテーマにしたり、

講師を招いた講習等も行ってい

ます。さらに、全員参加が難し

い場合もあるため、3年前から

も、何かしら働きかけていくこ

とが必要だと思いました。健康

経営という会社の目標を明確に

することで、従業員それぞれの

食生活が変わってきていると感

じています。結果として現れる

までに数年のタイムラグはあり

　具体例をあげて健康経営につ

いて語って下さった藤倉社長。

健康が安全とリンクすることが

みえてきました。

安全も健康がベース

スマホを活用したeラーニング

を始めました。運転技術につい

ては、社内でドライバーコンテ

ストを春と秋の年2回開催して

います。ハード面の対策では車

外、車内を撮影できるドライブ

レコーダーの搭載、また一部の

ドライバー限定ですが、乗務時

にスマートウォッチを装着し、

心拍数などの身体情報から眠気

を感知して警告したり、ヒヤリ

ハットの発生を管理者へ通知す

るシステムも導入しています。

健康起因事故の対策も含め、効

果が見込める対策は積極的に導

入して継続しています。

ーーー予防策の効果は見え難いと

ころもあります。

藤倉社長　弊社は勤続年数が長
い人が多く、従業員を対象にし

た安全教育や技術指導は一巡し

て、重要なことはほぼ行き渡っ

ています。ではなにが足りない

かというと、健康面についてで

す。健康のことは最終的には本

人まかせになってしまいます。

法定義務として健康診断を実施

する、再検査もしっかり受診を

させる。しかし普段の生活で健

康面の対策をしているかという

と、何もしていないというのが

現実でした。健康診断等以外で

なるわけです。こうしたことが

長年続き、高齢になる前に持病

など健康面での問題を抱えてし

まうドライバーが以前は珍しく

なかったです。

ーーー健康管理の影響が大きいで

すね。

藤倉社長　30代、40代はまだ
現実味がないかも知れません。

しかし、体調を悪くした先輩を

目の当たりにして思うこともあ

るのでしょう。健康経営をうち

だして以降、従業員一人ひとり

の行動が少しずつ変わってきて

います。健康経営のプログラム

では、生命保険会社さんと提携

して筋肉量の測定も実施してい

ます。不足する運動を補う狙い

で、事務所の奥にちょっとした

運動コーナーも設けました。運

ますが、体力チェック・ロコモ

チェック、健康診断などの数値

は確実に改善しています（同社

ホームページにも掲載）。健康

に対する認識が習慣と行動を変

え、結果として健康に起因する

事故リスクを減らすことにつな

がります。健康を保って長く働

くこともできます。今後も期待

できる取組みです。動することで、体幹のバランス

機能や筋肉量は確実に向上しま

す。また健康診断に加えてロコ

モチェック、心臓ドッグ、40

代以上を対象に脳ドッグも実施

しています。
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ーーーGマークの取得、東京都

貨物輸送評価制度の3つ星評価

でも、御社の業務レベルは高く

評価されています。事故防止対

策を少しご紹介ください。
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